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第1章　 緒 言

色 素 ノ腎 臟 ヨ リス ル 排 泄 ニ關 シテ ハ1874年Heidenhainガ,兎 ノ靜 脉 内 ニindigo carmine

ヲ注 入 シテ 其 ノ 腎 臟 ヨ リノ排 泄 過 程 ヲ組織 學 的 ニ檢 索 シ,細 尿 管 上 皮 ヨ リ排 泄 セ ラ ル ル モ ノ ナ

リ ト唱 ヘ タ リ.其 ノ後Hober (1905), Basler (1906), Schafer (1908)等 ニ ヨ リ再 ビ組 織 學 的 ニ

證 明 サ レ シ ガ, Sobieranski (1895)ハ 非 常 ニ薄 イindigotatノ 溶 液 ハBowman氏 嚢 ヨ リ排 泄 サ

ル ル モ ノ ニ シ テ,細 尿 管 ノ細 胞 ハ 着 色 スル モ,之 ハBowman氏 嚢 ヨ リ排 泄 サ レタ ル モ ノ ガ細 尿

管 ヲ 通 過 ス ル 間 ニ水 分 ノ 吸 收 ニ ヨ リテ 濃 厚 トナ リ 沈 澱 セ ル モ ノ ヲ 細 胞 ノ吸 收 セ ル ニ ヨル ナ リ ト

云 ヘ リ.

尚 ホNusbaum (1875)ハ 哺 乳 類,鳥 類,兩 棲 類 ノ實 驗 ニ於 テBowman氏 嚢 ヨ リ排 泄 サル ル 事

ヲ證 明 セ リ.又Chrozonsczewski (1864), Vittich (1875)等 ノCarminate sodium, ammonium,

 orlithiumニ ヨ リテ 研 究 セ ル 所 ニ ヨ ル トCarmineハBowman氏 嚢 ヨ リハ 排 泄 サ ル ル モ 細 尿 管

ヨ リハ排 泄 サ レズ ト報 告 セ リ.

此 外Kabrhel (1886), Pautynski (1880), Henschen (1879), Sobieranaki (1865), Grutzner

 (1881), Schmidt (1891), Ribbert (1894), Schafer (1908), Schlecht (1907), Suzuki (1912),

 Ribbert (1894)等 ノ業 績 ニ ヨ リ其 ノ研 究 ハ 著 シ ク度 ヲ 進 メ タ リ.

最 近T. Mitamura (1924)ハRana temporaria及 ビesculentaニRinger氏 液 ノ 灌 漑 ヲ行 ヒ
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テ實 驗 シCarmineハBowman氏 嚢 ヨ リ排泄 サ ルル ト云 ヘ リ.

今余 ノ渉獵 セル 文 獻 ヨ リ考 フル ニ最 近迄 ノ研 究 ノ示 ス所 ハ,色 素 ガ腎 臟 ヨ リ排泄 サル ル場 合

ニ其 ノ大 部 分 ハBowman氏 嚢 ヨリ排 泄 サ レ小 部 分 ハ細 尿 管 ヨ リ排 泄 スル モ ノ ナル ベ シ ト云 フ

モ未 ダ充 分 ナル成 績 ヲ與 ヘ タ リ ト云 フヲ得 ズ,サ レバ余 ハ之 ガ研 究 ヲ企 テ ツツ アル モ ノナル ガ

今 日迄 ニ得 タル成 績 及 ビ結 論 ヲ纏 メテ第1囘 報 告 ヲナ サ ン トス.

第2章　 實 驗 方 法

「ガ マ」(Bufo japonicus)ニ テ0 .65% Ringer氏 液(NaCl 0.65g, CaCl2 0.01g, KCl 0.01g, HNaCO3 0.02g

ヲ水道 水100cc中 ニ含 ミ酸 素 瓦斯 ヲ飽 和 セ シメ タル モ ノ ヲ0.65% Ringer氏 液 ト略 稱 シ以 下 コ ノ略稱 ヲ使 用

ス ル事 トス)ノ 腎 臟 血管 灌 漑 法 ヲ行 ヒ タ リ.

第1項　 標 本 製 作 法

先 ヅ 「エ ー テ ル 」ニ ヨ ル 麻 醉 後 脊 位 ニ 固 定 シ腹 部 ノ 中 央 皮 膚 ヲ 上 下 ニ可 及 的 ニ廣 ク切 開 ス レバ

直 チ ニ左 右 直 腹 筋 ノ 中 央 ヲ腹 部 靜 脉 ノ經 過 ス ル ヲ 見 ル ベ シ.

此 靜 脉 ハ劍 状 突 起 ノ尖 端 ノ部 ニ於 テ 筋 ヲ 切 リ離 シテ 見 ル ニ 左右 ノ直腹 筋 ノ中 央 上3分 ノ2於 ニテ 腹 壁 ヨ

リ分 レテ肝 臟 ノ下 面 ニ入 ル ヲ見 ル.而 シテ其 ノ間2-3ノ 分 枝 ヲ出 ス,故 ニ之 等分 枝 ヲ總 テ結 紮 シテ 此靜 脉 ヲ

腹 壁 ヨ リ遊 離 セ シ メ,直 腹 筋 ヲ切 リ開 ク ベ シ.カ クス レバ全 ク出血 ヲ見 ズ シテ手 術 ヲ行 ヒ得 ル ナ リ.

(♀ ノ場 合 ハ卵 巣 ノ タ メ手 術 困 難 ナ レバ常 ニ ♂ヲ選 ビテ用 フベキ ナ リ)

カ クテ 全 ク開腹 シ終 ラバ胃 ヲ右 上 方 ニ引 キ上 ゲ 體壁 腹 膜 ヲ破 ル中 ニハ 左右 大 動脉 弓 合 シ 更 ニ腸 腸 間膜 動

脉(coelaco-mesenteric)及 ビ脊 部 大 動脉(dorsal aorta)ニ 分 ル ル ヲ見 ルベ シ.

先 ヅ腸 腸 間膜 動 脉(coeliaco-mesenteric)及 ビ左右 大 動 脉 弓(aortic arch)ニ 絲 ヲ通 シ,何 時 ニテ モ結 紮可

能 トナ シ,次 ニ骨 盤 腔 内 ノ後 壁 腹膜 ヲ切 リテ,尾 杵 ノ前 面 ニ於 テ 脊 部 大動 脉(dorsal aorta)ノ 分 枝 スル直 上

ニ絲 ヲ通 シ置 ク.而 シテ腎 臟 ノ外 側 ヘ痔 靜脉(femoral vein)及 ビ坐 骨 靜脉(sciatic vein)ガ 集 リテ來 ル腎 門

脉(renal portal vein)ニ 絲 ヲ通 シ,何 時 ニテ モ結紮 出來 得 ル樣 ニ ナ ス.最 後 ニ肝 臟 ヲ上 方 ニ引 キ上 グル 時 ニ

後腔 靜脉(postcaval vein)ノ 肝 臟 ヲ貫 通 ス ル ヲ見 ル コ レニ絲 ヲ通 シ置 ク.此 間常 ニ血 液 循環 ノ完全 ナ ル ヲ第

一 條 件 トシ,「 ガ マ」ニ於 テ ハ1分 以 上 血行 停 止 スル トキハ 完 全 ナ ル標 本 ヲ得 ル事 困難 ナ リ.

全 ク準備 終 リ タ レバ最 初 右 ノ大 動 脉 弓(aortic arch)ヲ 可 及 的 上部 ニテ 結 紮 シ左 右 合 ス ル直 上 ヲ動 脉鑷 子

ニテ 挾 サ ミ「マ リ ヲ ツ ト」ノ瓶 ニ連 結 シ タル0.65% Rihger氏 液 ノ噴 出 シツ ツア ル「カ ヌ ー ラ」ヲ末 梢 ニ向 ケテ

挿 入 シ固定 ス.

次 デ右 ノ大 動脉 弓(aortic arch)ヲ 結 紮 ス ル ト同 時 ニ,左 大動 脉 弓(aortic arch)ノ 動 脉鑷 子 ヲ ト リテ後 腔

靜脉(post caval vein)ニ 小 孔 ヲ穿 チ置 ク時 ハ腎 臟 ヨ リ歸 リ來 ル血 液 ハ外 界 ニ向 ヒ流 出 ヲ始 ム.次 デ腸腸 間

膜 動脉(coeliaco-mesenteric artery)ヲ 結紮 シ更 ニ左右 腎 門 脉(renal portal vein)ニ 他 ノ 「マ リ ヲツ ト」瓶 ニ

連 結 シタ ル「ガ ヌ ー ラ」ヲ挿入 シ固定 スル ナ リ.次 ニ脊 部 大 動脉(dorsal aorta)ノ 分 枝 部 ノ直 上 ニ於 テ 之 ヲ結

紮 ス.カ ク シテ一 定 ノ壓 力 ニテRinger氏 液 ヲ左 ノ大動 脉(aorta)ト 左 右 ノ腎 門 脉(renal portal vein)ヨ リ
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灌 漑 スル時 ハ腎 臟 ノ血 行 ヲ少 シモ停 止 ス ル コ トナ ク,人 工灌 漑 ヲ ナス コ トヲ得.而 シテ 後腔 靜脉(post cava

 vein)ヨ リ流 出 ス ルRinger氏 液 ガ透 明 ニ ナ リタ レバ,之 ニ靜 脉「カ ヌー ラ」ヲ(内 徑3mm長 サ20cm)挿 入

固 定 シ,流 ル ル滴 數 ヲ必要 ニ應 ジテ滴 數 描 寫 法 ニヨ リテ描 寫 セ シム.最 後 ニ左 右輸 尿 管 ニ特別 ニ 作 レル(内

徑1mm長 サ10cmヲ 有 ス)「 カ ヌー ラ」ヲ挿入 固定 ス.輸 尿 管 ハ 腎 門脉(renal portal vein)ト 並 ビ走 レル

半 透 明 ナル 管 ニ シテ,之 ヲ追求 ス ル時 ハ總 排 泄腔(cloaca)ニ 達 ス ル ニ ヨ リ容 易 ニ見 出 シ得.

尚 ホ腎 門脉(renal portal vein)ニ 腎臟 ノ表 面 ヲ 越テ 集 リ來 ル2-3本 ノ左 右後 腰 靜 脉(dorso lumbar vein)

ヲ結 紮 シ次 ニ睾 丸 ニ行 ク精 系 動脉(spermatic artery)ヲ 結 紮 スル ナ リ.

第2項　 血 壓 測 定

本 實驗 ニ於 テ 灌 漑 ニ用 フル液 ノ壓 力 ハ 重 大 ナ ル關 係 ヲ有 スル コ トハ論 ヲ俟 タズ.故 ニ之 ガ壓 測 定 ニハ十

二分 ノ注 意 ヲ要 ス.

余 ハ以 下 ノ方 法 ニ ヨ リテ腎 動 脉(renal artery)及 ビ腎 門 脉(renal portal vein)ノ 血 壓 ヲ測 定 セ リ.

1)　 水 銀「マ ノメ ー ター」ニ ヨル法

可 及的 ニ出 血 ヲ防 ギ左 大 動脉 弓(aortic arch)ガ 右 ノ大 動脉 弓 ト合 スル 直面 ニ於 テ末 梢 ニ向 テ 「カ ヌー ラ」

ヲ挿 入 シ之 ヲ水 銀 「マ ノメ ー ター」ニ連 結 シ左 大 動脉 弓 ノ中樞 端 ハ結 紮 ス,カ ク シテ其 ノ壓 力 ヲ測 定 セル ニ

20mm Hg即 チ約272mm H2Oナ リ.

次 ニ賢 門 脉(renal portal vein)ニ 於 テ末 梢 ニ向 ケ 「カ ヌ ー ラ」ヲ挿 入 シテ 固 定 シ,水 銀「マ ノ メー タ ー」ニ

連 結 シテ,測 定 セ ル ニ6mm Hg即 チ約81.6mm H2Oナ リ.更 ニ腹 部 靜脉(abdominal vein)ニ 於 テ 末 梢 部

ニ 「カ ヌ ーラ」ヲ挿入 シテ 固定 シ水銀 「マ ノ メー ター」ニ連 結 シ測 定 セル ニ平均8mm Hg即 チ104mm H2O

ニ シテ腎 門 脉(renal portal vein)ニ 於 テ 中樞 ニ向 ケ テ 「カ ヌー ラ」ヲ挿 入 固定 シ測 定 セ ル壓 力5.0mm Hg即

チ約67.5mm H2Oナ リ.

2)　 「マ リヲ ツ ト」氏 瓶 ヲ用 ヒ水 壓 ニテ ナ セ ル法

先 ニ水 銀 「マ ノメー ター」 ニテ 測定 セ ル モ ノ ト略 ボ同 ジ水 壓 ニMariotte氏 瓶 ヲ保 チ其 ノ先 ニ連結 セ ル 「カ

ヌ ーラ」ヲ挿入 ス ル トキ,若 シ血壓 ノ方 高 キ トキハ 血 液 ガ「カ ヌ ーラ」ノ中 ニ侵 入 シ來 リ,又 水 壓高 キ トキハ

血管 内 ニRinger氏 液 ノ逆 流 シ行 クヲ見 ル,即 チ同 壓 ノ所 ニテ ハ「カ ヌー ラ」ノ先 端 ニ血液 ガ心 臟 ノ搏 動 ニ ツ

レテ 出 沒 ス ル ヲ見 ル ナ リ.即 チ カカ ル方 法 ニ ヨ リ水 壓 ヲ測 レ バ多過 ナ カラ ン.之 ニテ 測 定 セ ル價 ハ 先 ニ水 銀

「マ ノ メー ター」ニテ 測 定 セ ルモ ノ ト殆 ド同 樣 ナ リ.サ レバ余 ハ 腎動 脉(renar artery)ノ 血 壓 ハ270-250mm

 H2Oト シ腎 門脉(renal portal vein)ノ 血壓 ハ60-80mm H2Oト シテ 大 差 ナ キ モ ノ ト思考 シ,此 壓 ヲ實 驗

ニ用 フル コ トトセ リ.

次 ニ示 セ ルハ,余 ノ實 驗 ニ使 用 セ ル「ガ マ」ノ腎 臟 ニ於 ケル0.65% Ringer氏 液灌 漑 ノ標 本 ニ於 ケル1例 ナ

リ.

腎 動脉(renal artery)ノ 血 壓 ヲ250mm H2Oト シ腎 門 脉(renal portal vein)ノ 血 壓 ヲ80mm H2Oト セ

ル場 合 ノ10分 間 ニ流 レ ル血 量 ハ93ccニ シテ腎 動脉(renal artery)ヨ リハ50cc腎 門脉(renal portal vein)

ヨ リハ49ccヲ 流 シ腎 靜脉(renal vein)ヨ リ93ccヲ 外 部 ニ流 出 ス ル ナ リ.

斯 カ ル トキ所 謂 尿(左 右 輸 尿 管「カ ヌー ラ」ニ排 泄 サル ル液)ノ 量 ハ 平均10分 間 ニ約2ccナ リ.
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No.1.　 腎 臟

以 上 ノ如 キ標 本 ヲ作製 シテ實 驗 ヲ行 フ コ ト トセ リ.

第3項　 本實驗ニ使用セル色素

本 實 驗 ニ 使 用 セ シ色 素 ノ種 類 ハ19種 ニ シ テ

1. Phenol-sulphone phthalein mono sodium

 salt solution

2. Pikrin saure (Gruber & Co)

3. Chrysoidin

4. Bismarckbraun (Gruber & Co.)

5. Auranin

6. Pyronin (Gruber & Co)

7. Eosin (Gruber & Co)

8. Methylenblue (Gruber & Co)

9. Safranin

10. Patent blue V.

11. Rhodamin extra B.

12. Methylviolet B. Gruber & Co.)

13. Fuchsin (Gruber & Co.)

14. Neutralred (Gruber & Co)

15. Alkali blue, R Conc.

16. Indulin (Gruber & Co)

17. Kongored (Gruber & Co.)

18. Indigocarmin (Gruber & Co)

19. Carmin extra pure

以上 ノ色素 ノ中 ニテ2-11ハ 其 ノ水溶液 ガ眞溶液 ノ性質ヲ有 スル色素 ナリ. 12-14ヘ 其 ノ水溶液ガ異常

性質 ヲ有スル色素 ニシテ其 ノ擴散 度ハ眞溶液ニ比 シテ甚 ダ遲 シ. 15-18ハ 膠質溶液 トナル色素 ニシテ即チ

殆 ド又ハ全 ク擴散セズ.其 ノ微粒子ハ限外顯微鏡(ultra-microscope)ニ ヨリ認 メラル トイ フ.然 レ ドモ色素

ノ微粒子 ノ大小 ハ製造會社 ニヨ リ又其 ノ他 ノ種々ナ ル條件 ニヨ リテ多少異 ルモノナルベシ.

故 ニ余ハ以下2方 法 ヲ用 ヒテ 其 ノ粒子 ノ大小 ヲ測定 セ ントセ リ.即 チ腎臟 ヨ リ分 泌サルル色素ハ其 ノ粒

子 ノ大小 ガ頗 ル重大ナル關係 ヲ有 スルモノ ト思考 スレバナ リ.

1.　擴 散 速度 ニ ヨ リテ 間接 ニ測 スル方 法

(a)　 寒 天ニテ ナセル實驗-0.5%ノ 寒天溶液 ヲ試驗管 ニ トリテ凝固スル ヲ待 チテ靜カニ1%色 素 溶液

1ccヲ 重加 シテ置 キ其 ノ擴散 ノ速度 ヲ6時 間, 24時 間, 48時 間, 72時 間ノ4度 ニ觀 察シタ リ.而シテ今1例

ヲ示 セル其 ノ結果 ハ次 ノ如 シ.
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色 素 名　 24時 間 ノ擴 散 距 離

1. Picric acid 28mm

2. Phenol phthalein 28mm

3. Rhodamin 18mm

4. Patent blue V. 17mm

5. Eosin 16mm

6. Chrysoidin 15mm

7. Fuchsin 15mm

8. Indigo carmin 15mm

9. Pyronin 13mm

色 素 名　 24時 間 ノ擴 散 距 離

10. Bismarckbrown 13mm

11. Safranin 11mm

12. Methylviolet 8mm

13. Indulin 7mm

14. Neutralred 5mm

15. Methylenblue 4mm

16. Alkuliblue 3mm

17. Kongored 2mm

(b)　「ゲラチン」ニテナセル實驗-25%ノ 「ゲラチン」溶液 ヲ寒天 ノ場合 ト同樣 ニ可及的同大 ノ試驗 管

ニ入ルテ其 ノ凝固 ヲ待チテ靜カニ1ccノ1%色 素溶液ヲ追加 シテ其 ノ擴散度 ヲ檢 セ リ.結果ハ次 ノ如 シ.

色 素 名　 24時 間 ノ擴 散 距 離

1. Picric acid 20mm

2. Phenolphthalein 15mm

3. Patent blue V. 13mm

4, Rhodamin 13mm

5. Chrysoidin 13mm

6. Safranin 10mm

7. Pyronin 10mm

8. Eosin 10mm

9. Methylen blue 10mm

色 素 名　 24時 間 ノ擴 散 距 離

10. Methylviolet 8mm

11. Indigo carmin 8mm

12. Fuchsin 7mm

13. Bismarckbraown 7mm

14. Neutralred 7mm

15. Indulin 7mm

16. Alkaliblue 3mm

17. Kongored 3mm

素 ヨ リ此2實 驗 ヲ以 テ 直 チ ニ色 素 粒 子 ノ絶 對 値 ヲ測 定 セ ントス ル モ ノ ニハ ア ラズ.單 ニ 比 較 的 ノ大 小 ヲ

定 メ ン トス ル ノ ミ.

2.　 限 外 顯 微 鏡(Ultra-microscope)

余 ハ 此 目的 ニ對 シテ 限外 顯 微鏡(鏡 面 集光 器 ハParaboloid Kondensor nach Winhamn)ヲ 用 ヒテ 檢 セ リ.

先 ヅ蒸 餾水 ニテ 以下 ノ諸點 ヲ注 意 シ タル後

1.　 硝 子 面 ノ瑕 ガ粒 子 ノ如 ク見 エ ル ニ ヨ リ豫 メ其 ノ瑕 ノ存 在 ヲ確 ム.

2.　 先 ニ實驗 セル色 素 粒 子 ガ吸 着 シテ存 在 セザ ル ヤ否 ヤ ヲ確 ム.

今 檢 定 セ ン トス ル色 素 溶液 ヲ追 加 シテ其 ノ視 野 ノ明 サ, Brown氏 運 動 竝 ニ其 ノ粒 子 ノ比 較 的 大 サ ノ3點

ニ注 意 シテ 測 定 セ リ.特 ニ意 ヲ用 フベ キハ色 素粒 子 ニ ヨ リテ 例 之methylvioletノ 如 キハ直 チ ニ硝 子面 ニ附

着 シテBrown氏 運 動 ヲ停 止 ス ルモ ノナ リ.故 ニ可 及 的 早 ク檢 セザ ル ベカ ラ ズ.然 ラザ ル時 ハBrown氏 運

動 ヲ見 ザ ル事 ア リ.余 ハ4囘 ノ觀 察 ノ結 果 ヨ リ次 ノ區 別 ヲナ ス ヲ得 タ リ.
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1. (a) Picric acid (b) Rhodamin

視 野 明 ク シテ粒 子 ヲ見 ル能 ハ ズ.

2. (a) Portent blue V.

視 野 暗 ク極 メテ小 ナ ル粒子 ノBrown氏 運 動 ヲ見 ル.

3. (a) Chrysoidin (b) Pylonin (c) Safranin

視 野 暗 ク粒 子 及 ビBrown氏 運 動 ヲ見 ル事2ヨ リ著 明 ナ リ.

4. (a) Bismarckbown (b) Fuchsin (c) Eosin (d) Methylviolet (e) Methylenblue

視 野 暗 ク シテ粒 子 ヲ明瞭 ニ見 ルヲ得.

尚 ホ ソノBrown氏 運 動 ヲ見 ルナ リ.其 ノ粒 子 ハ(3)ヨ リハ 大 ニ シテ(5)ヨ リハ 小 ナ ル事 推 定 ニ難 カ ラ ズ

Bismarckbrownハ 硝 子面 ニ附 着 シ其 ノBrown氏 運 動 ヲ停 止 ス ル モ其 ノ運 動 ハ 時 間長 クMethylviolet methy

lne blueハ 最 モ速 ニ硝子 面 ニ附着 シテ其 ノBrown氏 運 動 ヲ停 止 ス ルナ リ.

5. (a) Kongored (b) Alkaliblue (c) Indulin (d) Neutrlred

視 野 暗 ク シテ 常 ニ粒 子 及 ビBrown氏 運 動 ヲ最 モ著 明 ニ見 得 ル モ ノニ シテ 以 上 ノ色 素 中 ニテ最 大

ノ モ ノニ屬 スル コ ト推 定 ニ難 カラ ズ.尚 ホKongorot, Alkaliblau, Indulin, Neutralrot, Fuchsin, Eosin,

 Patentblau等 ニ於 テ ハ 其 ノ粒 子 ノBrown氏 運 動 ハ永續 シテ硝 子 面 ニ吸 着 ス ル ヲ見 ザ ルモBismarckbraun 

Methylviolet Methylenblau等 ニ於 テ ハ其 ノ粒 子 ガ速 ニ硝 子 面 ニ吸着 シテ直 チ ニBrown氏 運 動 ヲ停 止 ス ル ヲ

見 ル ナ リ 之 ハ色 素粒 子 ノ荷 電 ニ關 係 ス ル モ ノナ ル カ 不明 ナ レ ドモ確 カ ニ色 素 粒 子 ニ ヨ リテ 其 ノ大 小 ヲ異 ニ

スル 他 尚 ホ色 々 ナル 性質 ヲ有 ス ル事 明 カナ ル ベ シ.

以 上 ノ三 ツ ノ實 驗 方法 ニ ヨ リ色 素粒 子 ノ大小 ヲ推 定 ス ル ニ 以 下4種 類 ニ大 別 スル事 最 モ至 當 ナ リト考 フ

ルナ リ.

1.　 余 ノ使 用 セ シ色 素 ノ粒 子 小 ナ リ ト考 フ ル モ ノ

ヨ リ配 列 セ バ

a Phenolphthalein

b Picric acid

c Rhodamin

d Patontblue

2.

a Chrysoidin

b Pylonin

c Safranin

d Eosin

3.

a Fuchsin

b Bismarckbrown

c Methylenblue

d Methylviolet

e Carmin

4.

a Neutralred

b Kongored

c Alkaliblue

d Indulin

斯 ク シテ 色 素19種 ニ就 イテ 粒 子 ノ大 小 ヲ定 メ得 タ レバ,之 等 ノ色 素 ヲ1%ノ 割 合 ニ0.65% Ringer氏 液 ニ

溶 カ シ使 用 時 ニ濾紙 ニテ 沈 澱 物 ヲ取 リ去 リテ其 ノ1ccヲ0.65% Ringer氏 液 灌 漑 ノrenal arteryノ 輪 道 中 又

ハrenal portal veinノ 輪道 中 ニ注 入 シ尿道 ニ挿 入 セ ルcanula中 ニ排 泄 サ ル ル ヤ其 ノ間 ニ於 テ檢 セ リ(此 時

ニ灌 漑液 ノ壓 力 ニ變 化 ヲ與 ヘザ ル樣 徐 々 ニ注 入 スル ヲ要 ス).
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第3章　 實 驗 成 績 及 ビ 考 察

1,　 實 驗 成 績

注 入 セル色 素 ガ 「カヌー ラ」ニ現 ル ル ハ 通 常 腎動 脉(renal artery)ヨ リセル ト腎 門 脉(renal

 portal vein)ヨ リセル トニ ヨ リ時 間 ヲ異 ニ シ前者 ハ約1.5-2.0分 時 ニ シテ後 者 ハ約3-4分 時

(尿 ガ2分25秒 ニ1滴 排泄 サル ル時)ナ リ.

而 シテ血 管 ニ注 入 セル色 素 ハ注 入後 約10秒 位 ニテ腎 靜脉(renal vein)ニ 挿 入 セル 「カ ヌー

ラ」 ニ現 レ初 メ約1分 時 ニ シテ殆 ド透 明 ニナル ナ リ.以 下 各 色素 ニ就 テ其 ノ排 泄 過程 ヲ述 ベ ン

トス.

1. Phenol sulphone phthalein mono sadium salt solution

本 品 ハ良 ク臨 牀 醫家 ノ腎 臟 機能 檢 査 ニ使 用 サル ル モ ノ ニ シテ其 ノア ム プル レ入 ヲ使 用 セ リ.

2. Picrinc acid 3. Rhodamin

此3種 ハ常 ニ腎 門脉(renal portal vien)ノ 輪 道 ニ注 入 セル時 ニ多量 ニ尿 中 ニ排 泄 サル ル ヲ

知 ル而 シテ腎動 脉(renal artery)ノ 輪道 内 ニ注 入 スル時 ハ更 ニ多 量 ニ排 泄 サル ル ナ リ.

余 ノ16例 ニ於 テ ハ同結 果 ヲ得 タ リ.

4. Pyronin 5. Chrysoidin

此2種 モ腎 門脉(renal portal vien)ノ 輪 道 中 ニ注 入スル 時 ニハ常 ニ良 ク輸 尿 管 ノ 「カヌ ー

ラ」中 ニ排泄 サル ル ヲ見 ル ナ リ,又 腎 動脉(renal artery)ニ 注 入 セル時 ハ更 ニ多 量 ニ排 泄 サル.

然 レ ドモ前者 ニ比較 ス レバ排 泄 量 明 カ ニ少 量 ナ リ.

6. Safranin 7. Fuchsin

8. Methylenblue 9. Eosin

10. Bismarckbrown 11. Methylviolet

12. Indigocarmin

此7種 ハ腎動 脉(renal artery)ノ 輪 道 中 ニ注 入 セル時 ニハSafranin, Eosin, Bismarkbraun,

 Methylenblue, etcハ 極 ク少 量 ニ排 泄 セラル ル モ余 ノ15例 中 ニ見 タル トコロ ニテ ハFuchsin,

 Methylviolet, Indigo carminハ 余 ノ11例 ニ於 テ3例 ハ他 ノPatentblue, Rhodaminハ 腎門 脉

(renal portal vein)ヨ リノ注 入 ニ ヨ リ容易 ニ輸 尿 管 ニ排泄 サル ル ニ拘 ラズ,之 等 ノ色 素 ノ排 泄

ヲ見 ザ ルナ リ.而 シテ8例 ニ於 テ ハ極 ク薄 ク即 チ少 量 ニ排泄 サ レタ リ.

13. Indulin 14. Neutralred

15. Alkaliblue 16. Kongored

此4種 ノ色 素 ハ腎 動脉(renal artery)ヨ リノ輪 道 ニ注 入 セル時 ハ少 量 ニ,サ レ ドモ明 カ ニ輸

尿 管 ニ挿 入 シアル「カヌ ー ラ」ニ排泄 サル ル ナ リ.併 シ余 ノ20例 ニ於 テ 常 ニ腎 門脉(renal portal

 vein)輪 道 中 ニ注 入 スル際 ニハ決 シテ輸 尿 管 ニ排 泄 サル ル コ トナ シ.
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而 シテ此 實驗 ニハ先 ヅ腎 門脉(renal portal vein)ノ 輪 道 中 ニ此4種 ノ 中 ノ色 素溶 液 ヲ注 入

シテ30分 間待 ツモ輸 尿 管 ニ出 デ來 ラザ ル時他 ノPatent blue, Rhodamin, etcヲ 注 入 ス ル時

ハ3-4分 間 ニ テ輸 尿管 ニPatent blue又 ハRhodaminノ 排 泄 サル ル ヲ知 ル然 ル後 ニ腎 動 脉

(renal artery)ヨ リ此4四 種 ノ中 ノ色 素溶 液 ヲ注入 スル時 ハ明 カ ニ1.5-2分 時 ノ後 ニ輸 尿 管 ニ

排 泄 セ ラル ル ヲ知 ル ナ リ.

サ レバ此4種 ハ余 ノ行 ヒタル實 驗 ノ範 圍 ニ於 テハ 腎門 脉(renal portal vein)ノ 輪 道 中 ニ注

入 スル時 ニ ハ排 泄 サル ル事 ナ シ ト考 フル ナ リ.尚 ホ此4種 ノ 中 ニテ ハIndulinガ 腎動 脉(renal

 arterp)ヨ リ注 入 セル時 ニ最 モ多 ク排 泄 サル ル ナ リ.

2.　 實 驗 成 績 ノ 考 察

今 種 々ナ ル 色素 ノ實 驗成 績 ヲ考察 シテ 見 ル ニ,先 ニ(Nusbaum)ノ 述 ベ タル ガ如 ク,兩 棲 類

Amphibiaニ 於 ケル腎 臟 ノ血 管分 布状 態 ハ特 異 ノ モノナ リ.即 チ腎 門脉 ヨ リ80mm H2O及 ビ

腎 動 脉 ヨ リ270mm H2Oノ 壓 力 ニ ヨ リテ0.65% Ringer氏 液 ヲ同時 ニ灌漑 スル場 合 ニ於 テ ハ

腎 門 脉 ヨ リ流 レ來 レル液 ハ,細 尿 管 ノ壁 ニ分枝 セル毛細 管 ニ來 リテBowman氏 嚢 中 ヨ リ來 レ

ルRinger氏 液 ト合 シテ腎 靜 脉 ニ流 レ出 ル ナ リ.故 ニ今腎 門脉 ヨ リセ ル0.65% Ringer氏 液 ノ

輪 道 中 ニ色 素 ヲ注 入 セル場 合 其 ノ色 素 ハ 細 尿管 ノ細 胞 ヲ灌 漑 シテ靜 脉 内 ニ移 行 スル モ ノナ レバ

Bowman氏 嚢 ニ達 スル事 ナ シ.腎 門 脉 ヨ リ注 入 セル色 素 ガUreterニ 排泄 サル ルハ細 尿 管 上 皮

細 胞 ヲ通過 シテ排 泄 セ ラ レタ リ ト考 フル 事 ヲ得.而 シテ腎門 脉 ヨ リ灌 漑 シテ尿 中 ニ排 泄 セラ レ

ザ ル色 素 ガ腎動 脉 ヨ リスル灌 漑 ニ ヨ リテ 尿 中 ニ排 泄 セ ラル ル時 ハBowman氏 嚢 ヲ通過 シテ排

泄 セラ レタ リ ト考 フル ヲ得 ル ナ リ.尚 ホ腎 門脉 ヨ リセル灌漑 ノ輪 道 中 ニ注 入 セル場 合 ヨ リモ頗

ル 多 量 ニ尿 中 ニ排 泄 サ レタ ル場 合 其 ノ差 ニ相 當 スル ダ ケ ノ量 ハBowman氏 嚢 ニ ヨ リ排 泄 セラ

レタル モ ノナ リ トス.而 シテBowman氏 嚢 ノ面積 ハ恐 ラク細 尿 管 ノ面積 ヨ リモ小 ナル ベ キ ヲ

以 テ單 位 面積 ヨ リノ排 泄 量 ハBowman氏 嚢 ノ方 大 ナ ルベ シ.

以 上 ノ考 ハ余 ノ行 ヘル實 驗 ノ範 圍 ニ於 テハ 容 易 ニ肯 定 シ得 ル モ ノ ナル ヲ以 テ上述 ノ實 驗 ヨ リ

余 ノ使 用 セル色 素19種 ハ全部Bowman氏 嚢 ヲ通 過 シテ排 泄 セ ラル ル モ ノニ シテ又Neutralred,

 Indulin, Alkaliblue, Kongoredノ 他 ハ細 尿管 上 皮細 胞 ヲ モ通過 シテ 排泄 サ ルル ナ リ.サ レ ド

モ此4四 種 ノ色 素 ハ排 泄 セ ラル ル 事 ナ シ ト考 ヘ ラル.而 シテ其 ノ排 泄 サル ル色 素 ノ多少 ハ色 素

粒 子 ノ大 小 ニ關 係 スベ ク擴 散 度 大 ナ ル モ ノ程速 ニ且 多 量 ニ排 泄 サル ル ヲ知 ル.

第4章　 定 量 的 實 驗

余 ハ更 ニ之 等色 素 ハ排 泄 ヲ定 量 的 ニ定 メ ン トシテ次 ノ實 驗 ヲ企 テ タ リ.

即 チ1%ノ 色 素Ringer氏 液 ヲ其 ノ輪 道 中 ニ1cc注 入 セル場 合 ト0.005%ノ 色 素Ringer氏 液

ヲ5分 間灌 漑 セル場 合 ニ尿 中 ニ排泄 セ ラ レタル色 素 ノ量 ヲDuboscq氏 比 色 計 ニ ヨル比 色 法 ニ

108



腎臟 ヨ リスル色素 ノ排 泄ニ就イテ　附,糖 ノ排泄(其 ノ1)　 1391

ヨ リテ定量 シタ リ.其 ノ結 果 ハ次 表 ノ如 シ.

No.2.　 腎 門 脉 ヨ リ

No.3.　 腎 動 脉 ヨ リ

以 上 ノ表 ハ腎門 脉 ヨ リ ト腎動 脉 ヨ リ注 入 セル 結果 ヲ示 スモ ノ ニ シテ,即 チ前 述 セル ガ如 ク定

量 的 ニ之 ヲ測 定 スル モ其 ノ粒子 ノ大 サ ガ排 泄 サ ルル量 ニ大 ナル關 係 ヲ有 ス ル モ ノナ ル ベ シ.

次 ニ腎臟 ヨ リスル色 素 ノ排泄 スル量 ヲDuboscq氏 比色 計 ニテ 定量 スル ヲ得 タ レバ 之 ヲ用 ヒ

テ色素 ノ腎臟 ヨ リ排泄 セラル ル機 轉 ヲ研 究 セ リ.

第5章　 色 素 排 泄 ノ 機 轉 ニ 關 ス ル 實 驗

色 素 ガBowman氏 嚢 ヨ リ排泄 セラル ル場 合 ヲ實驗 ス ル ニハKongoredヲ 腎動 脉 ヨ リ注 入 ス

ル ヲ可 トス.何 トナ レバ余 ノ以 上 ノ實 驗 ヨ リ シテKongoredハ 決 シテ 細尿 管 上 皮細 胞 ヨ リ排 泄

セラル ル事 ナ ケ レバ腎 動 脉 ヨ リ之 ヲ注 入 スル時 輸 尿 管 ニ出 ヅルKongoredハBowman氏 嚢 ヨ

リ排泄 セ ラ レタ リ ト考 フル 事 ヲ得 レバ ナ リ.

而 シテ腎 門脉 ヨ リ注 入 シタル色 素 ガ輸 尿 管 ニ出 ヅル時 ハ細 尿管 上 皮 細胞 ヨ リ排 泄 セラ レタ リ
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ト考 フル 事 ヲ得 ル ニ ヨ リ,此 場 合 ニ ハ何 レノ色 素 ヲ用 フル モ可 ナ リ.

サ レバ余 ハ以 上 ノ標 本 ヲ用 ヒテ以 下諸 項 ニ就 キテ 實驗 セ リ.

1.　 灌 漑 液 ノ酸 素 ノ含 有 量 ガ色 素 ノ排泄 量 ニ影 響 スル ヤ

2.　靑 酸 ヲ灌 漑 シテ酸化 機能 ヲアル點 迄 停 止 セ シムル 事 ガ色 素 ノ排 泄 ニ影響 スル ヤ

3.　 色 素 ノ排 泄 ニ伴 フ酸 素消 費 量 ノ增 減 如何

4.　 細 尿管 ヨ リノ水 ノ排 泄 如 何

(1)　 灌 漑 液 ノ酸 素 ノ含 有量 ト色 素 排泄 トノ關係

Ringer氏 液 ヲ酸 素 中 ニテ 良 クル振 ル時 ハ, 1000ccノ 中 ニ19.6cc (Winkler氏 法)ヲ 溶解 ス ル,

而 シテRinger氏 液 ヲ30分 間煮 沸 シタ ル後 ニ空氣 トノ接 觸 ヲ防 グ時 ニハ酸 素 ハ1000cc中 ニ

2.9ccニ シテ空 氣 中 ニ曝 露 セルRinger氏 液(10℃)ハ 約7.3cc (1000cc中)ナ リ.

今 酸 素 ニテ飽 和 セルRinger氏 液 ヲ灌 漑 セル場 合 ニ一 定 量 ノ色 素Ringer氏 液 ヲ輪 道 中 ニ注

入 シ又 ハ或 ル濃 度 ノ色 素Ringer氏 液 ヲ一定 時 間灌 漑 シテ其 ノ輸 尿管 ニ出 ヅル色 素 ノ量 ヲ定 量

シ置 キ,然 ル後 ニ酸 素 ヲ追 出 セルRinger氏 液 ヲ30分 間灌 漑 シタル後 ニ一定 量 ノ色 素Ringer

氏 液 ヲ輪 道 中 ニ注 入 シ又 ハ或 ル濃 度 ノ色 素Ringer氏 液 ヲ一定 時 間灌漑 シテ其 ノ輸 尿管 ニ出 ヅ

ル 色 素 ノ4量 ヲ定 量 シ,次 デ酸 素 ヲ飽 和 セ シメ タルRinger氏 液 ヲ30分 間灌 漑 シタル後 ニ前 ト

同樣 ナル 實 驗 ヲ繰 返 シテ,其 ノ輸 尿管 ニ出 ヅル色 素 ノ量 ヲ定 量 ス.

No.4.　 腎 門 脉 ヨ リ
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以 上 ノ表 ニ見 ル ガ如 クO2ノ 含 有 量 ガ 細 尿管 上 皮細 胞 ヨ リノ色素 排泄 ニ大 ナル 關 係 ヲ有 スル

モ ノニ シテ例 之,灌 漑 スルRinger氏 液 ニ酸 素 ガ飽 和 サ レタル時 ニハRhodamin Ringer氏 液

(0.005%)ヲ3分 間注 グ時 ニハ輸 尿 管 ニ11.2×10-6gノRhodaminヲ 排 泄 スル モ ノ ニ シテ之 ヲ

30分 間煮 沸 シテ酸 素 ヲ追 ヒ出 シタルRinger氏 液 ニ流 シカ ヘル時 ハ8.75×10-6gニ 減 少 セ ルナ

リ.

次 ニO2ニ テ飽 和 セルRinger氏 液 ヲ30分 間灌 注 シタル後 ニ同樣 ニRhodaminヲ 灌 注 スル時

ハ輸 尿管 ニ出 ヅルRhodaminハ10.2×10-6gニ 恢 復 スル ヲ知 ル腎 動 脉 ヨ リセル時 ニハ其 ノ差

ヲ認 メズ.

(2)　靑 酸 ヲ灌 漑 シテ細 胞 ノ酸 素 攝取量 ヲ低 下 セ シメタ ル場 合 ノ色 素排 泄 ニ

及 ボ ス影 響

(1)　 ノ實 驗 方法 ト同樣 ニ シテ唯 酸 素 ヲ追 ヒ出 セルRinger氏 液 ノ代 リニ靑 酸
m

/600 乃至
m

/100
ノ

Ringer氏 液 ヲ以 テナ セル ナ リ.而 シテ
m

/150靑 酸ヲ灌漑 セル場合ニ於ケル酸素ノ消費ハ例之,今

1000cc中 ニ酸素7.65ccヲ 含 有 スルRinger氏 液 ヲ腎 動脉 竝 ニ腎門 脉 ヨ リ灌 漑 スル時 ニ1分 間

ニ腎臟 ガ消 費 スル量 ハ0.00335ccナ ル ニ靑 酸 ヲ灌 漑 スル時 ハ1分 間 ノ消 費 高 ハ0.00018ccト ナ

ル 即 チ其 ノ差 ハ0.00317ccナ リ.之 ニ ヨ リテ見 ル ニ明 カニ靑 酸 ノ灌漑 ニ ヨ リテ酸 素 ノ消費 ニ制

限 ヲ受 クル ニ至 ル ヲ知 ル.此靑 酸 ヲ灌 漑 シテ其 ノ酸 素 ノ消 費 ヲ制 限 セル 場 合 ノ色 素 排 泄 ニ及 ボ

ス影響 ヲ檢 シタル成 績 ハ次 ノ如 シ.

No.5.　 腎 動 脉 ヨ リセル場 合

以 上 ハBowman氏 嚢 ヨ リス ル色 素 ノ排泄 ニ靑 酸 ノ影 響 ヲ檢 シタル モ ノナル ガ 殆 ド色素 排泄

ニ無關 係 ナル ヲ知 ル.次 ニ細 尿 管 上 皮 ヨ リスル色 素 ノ排泄 ニ及 ボ ス靑 酸 ノ影 響 ヲ檢 スル ニ
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No.6.　 腎 門脉 ヨ リセル場 合

即 チ 上 表 ニ ヨ リ細尿 管 ヨ リスル色 素 ノ排 泄 ハ靑 酸 ニ ヨ リ著 シキ影 響 ヲ受 クル モ ノ ニ シテ殊 ニ

其 ノ色 素 ノ粒 子 ノ大 ナ ル モ ノ程 其 ノ影 響大 ナ リ ト考 ヘ ラ ル.

(3)　 色 素 排 泄 時 ノ酸 素 ノ消 費

此 目 的 ニ對 シテWinkler氏 酸 素 定量 法 ヲ用 ヒテ流 ス前 ノRinger氏 液 中 ノ酸 素 ヲ定量 シ置 キ

其 ノ腎 靜脉(renal vein)ヨ リ流 レ出 ヅ ルRinger氏 液 ヲ可 及 的 ニ外 氣 トノ接 觸 ヲ避 ケ テ流 動

「パ ラ フ イ ン」下 ニ取 リテ之 ガ酸 素 含有 量 ヲ測 定 セ リ.其 ノ結 果 ハ次 ニ示 ス ガ如 シ.

No.7.　 一 側 腎臟 細 尿 管 ニ於 ケル1分 間 ノ酸 素消 費 量

Rhodamin

112



腎臟 ヨリスル色素 ノ排泄 ニ就 イテ　附,糖 ノ排泄(其 ノ1) 　1395

Patent blue v.

Eosin

即 チ常 ニ色 素 液 ヲ流 ス時 ハ酸 素 ノ消 費 ガ增加 スル ヲ見 ル.而 シテEosinノ 如 ク細 尿管 ヨ リノ

排 泄 ノ尠 キ モ ノハ其 ノ消 費尠 シ.

次 ニ細尿 管 上 皮 ヨ リ水 ノ排 泄 セラ レザル ヤ トイフ事 ニ就 テ次 ノ實 驗 ヲ行 ヘ リ.

(4)　 細尿 管 ヨ リノ水 ノ排 泄

色 素 ノ排 泄 ハ色 素 粒子 ノ大 サ ガ關係 スル モ ノナル ガ水 ハ如 何

即 チ腎 動脉 竝 ニ左 右 腎門 脉 ヨ リ0.65% Ringer氏 液 ヲ灌 漑 シテ之 ガ細 尿管 ニ排泄 サルル 一 定

時 間 ノ尿 量 ヲ測 定 シ,次 ニ腎動脉 ヨ リノ灌 漑 ヲ止 メテ細 尿 管 ヨ リスル尿 ノ排 泄 量 ヲ測 定 ス.次

ニ色素 液 ヲ腎動脉 竝 ニ左 右腎 門脉 ヨ リ0.65% Ringer氏 液 ヲ灌 漑 シツ ツ一 定 時 間色Ringer

氏 液 ヲ腎 門脉 ヨ リ流 シ之 ガ細尿 管 ニ排 泄 サル ル色素 ヲ定 量 シタル後 ニ 腎 動脉 ヨ リノ灌 漑 ヲ止 メ

細 尿 管 ニ尿 ノ排 泄 サル ル有 樣 ヲ觀 察 シ,次 ニ腎 門脉 ヨ リ充分 ニRinger氏 液 ヲ流 シタル後 ニ腎

動 脉 ヨ リ灌漑 スル ナ リ,斯 ク シテ 腎細 尿 管 ヨリスル 水 ノ排 泄 竝 ニ色 素排 泄 トノ關 係 ヲ實 驗 セ リ.

其 ノ1例 ヲ擧 グ レバ,

初 メ腎動 脉(renal art.)ヨ リハ10分 間68ccノRinger氏 液 ガ灌 漑 サ レ左 腎 門脉 ヨ リハ8.4cc

右 腎門脉 ヨ リハ9.9ccニ シテ左側 輸 尿 管 ヨ リハ10分 間13ccノ 尿 ヲ排泄 セ リ.而 シテ0.005%

 Rhodamin Ringer氏 液 ヲ5分 間 左腎 門脉 ヨ リ灌 漑 セル ニ18.8×10-6gノRhodaminヲ 排 泄 セ

リ.次 ニ腎動 脉 ノ灌 漑 ヲ21分 間停止 セ シメタ ル ニ輸 尿 管 ヨ リノ尿 ノ排 泄 モ殆 ド同 時 ニ停 止 セ

リ.此 間左 腎 門 脉 ヨ リ5分 間0.005% Rhodamin-Ringer氏 液 ヲ灌 漑 セ リ.然 ル ニ21分 後 ニ賢

動 脉 ヨ リノ灌 漑 ヲ始 メル ト10分 後 ニ至 リ尿 ノ排 泄 ヲ始 メ10分 間 ニ1ccノ 割 合 ニ排泄 サル ル ニ
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至 レ リ.而 シテ腎動 脉 ヨ リノ灌 漑 ヲ停止 セル 間 ニ腎 門 脉 ヨ リ流 セルRhodaminヲ17.7×10-6g

輸 尿管 ヨ リ排 泄 セ リ.

カ カ ル結 果 ヲ考 察 スル ニ水 ハ細 尿 管 上 皮 ヨ リ排泄 セ ラ レザル モ色 素 粒子 ノ ミ其 ノ間 ニ排 泄 セ

ラル ル モ ノ ナル カ.

又 ハ水 及 ビ色 素 粒 子 ハ共 ニ排泄 サル ル モ水 ノ ミハ途 中 ニテ吸收 サ ルル タ メ輸 尿管 ニ出 デザ ル

カ ノ何 レカナ ラ ン.

考 察

色 素 ノ腎臟 ヨ リスル排 泄 ニ關 スル機 能 ハ 先 ヅBowman氏 嚢 ヨ リ之 ヲ考 フル ニ此 部 分 ニ於 テ

ハ全 ク濾 過 ト考 くラル ル モ ノニ シテ 即 チ灌 注 液 中 ノ酸 素 ノ含量 ノ多 少 及 ビ靑酸 ニ ヨル細 胞 ノ酸

素 攝 取 量 ノ制 限 ハ排 泄 ニ何等 ノ影響 ヲモ及 ボ サ ズ 尚 ホ色 素 排 泄 タ メニ酸 素 消 費最 モ增 加 セズ,

即 チ酸化 機 能 ヲ必要 トセズ.

而 シテ細尿 管 ノ部分 ニ於 テ ハ,灌 漑 液 ノ酸 素 ノ含 有 量 ガ其 ノ排 泄 量 ニ影 響 シBlausaureニ ヨ

リ酸 素 攝 取量 ヲ制 限 スル トキ ニハ著 シク其 ノ排 泄 ヲ減 少 ス.尚 ホ色 素 排 泄 時 ノ酸 素 ノ消 費 量 ハ

2-4倍 ノ增 加 ヲ示 ス.之 ヨ リ見 ル トキ ハ確 カ ニ色 素 排泄 ト酸 化 トハ大 ナル 關 係 ヲ有 ス ル モ ノ ニ

シテ單 ナル濾 過,擴 散 等 ノ物 理學 的要 約 ニ テハ説 明 困難 ナル モ ノ ア リ.

第6章　 結 論

余 ハ以 上 ノ實驗竝 ニ考 察 ヨ リシテ次 ノ結 論 ヲ導 キ來 ラ ン トス ル モ ノナ リ.

Ⅰ　1. Picric acid, 2. Phenolphthalein, 3. Rhodamin, 4. Patentblue v., 5. Chrysoidin

 6. Pylonin, 7. Safranin, 8. Eosin, 9. Fuchsin, 10. Bismarckbrown, 11. Methylenblue,

 12. Methylviolet, 13. Lithion carminノ13種 ノ色 素 ハ主 ニBowman氏 嚢 ヨ リ排 泄 セ ラル ル

モ 小量 ニハ細 尿管 上 皮 ヨ リモ排泄 セ ラルル モ ノニ シテ 殊 ニ上掲 ノ順 序 ニ ヨ リテ番 號 ノ進 ム ニ從

ヒテ排 泄 セ ラル ル量 ハ尠 シ.

Ⅱ 1. Neutralred, 2. Indulin, 3. Alkaliblue, 4. Kongoredノ4種 ノ色 素 ハBowman氏

嚢 ヨ リハ排泄 サルル モ細 尿 管 上 皮 ヨ リハ決 シテ排泄 サル ル事 ナ シ ト考 ヘ ラル.

Ⅲ　 排 泄 サル ル色素 量 ハ其 ノ色 素 粒 子 ノ擴散 度 ノ大 ナル モ ノ程 多 シ.

Ⅳ Bowman氏 嚢 ヨ リハ余 ノ使用 セル 中最 モ擴 散 度 ノ小 ナルKongoredニ テ モ或 範 圍 内 ノ

濃度 ハ其 ノ灌 漑液 ト殆 ド同濃 度 ニ於 テ排 泄 セ ラルル ナ リ.

Ⅴ　 腎 門脉 ノ ミヨ リ灌 漑 シタ ル場 合 ニハ色 素 ハ細 尿 管 腔 ニ排 泄 サル ル モ水 ハ排 泄 セラ レザ ル

カ又 ハ途 中 ニテ吸 收 サ レ終 ル カ ナ リ.

Ⅵ Bowman氏 嚢 ヨ リノ色 素排泄 ニハ灌 漑 液 ノ酸 索 量關 係 ナ ク 又豫 メ靑 酸 ニテ 中毒 セ シム

ル モ影 響 ナ シ而 シ テ酸 化機 能 ヲ伴 ハズ.
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Ⅶ　 細尿管 ニヨル色素 ノ排泄 ニハ灌漑液ノ酸素量 一定 ヨリ尠 キ時ニハ關係 シ尚ホ豫 メ

青酸ニテ中毒セシムル時ハ著 シク排泄量ノ減少ヲ見ルナ リ,而 シテ其ノ排泄ニハ酸化機能ヲ伴

フモ ノナ リ.

即 チ余 ノ行 ヒタ ル實 驗 ノ範 圍 ニ於 テ ハ色 素 ノBowman氏 嚢 ヨ リノ排 泄 ハ濾 過 ニ ヨ リテ説 明

サ ル モ細 尿管 ヨ リノ色 素排 泄 ハ單 ナル 物理 學 的 要約 即 チ濾 過 擴散 等 ノ ミニ ヨ リテ ハ説 明困 難 ニ

シテ他 ニ何 等 カ ノ條 件 ヲ考 ヘザ ル可 カ ラズ.

第7章　 (附)糖 ノ 排 泄

第1項　 緒 言

前述 ノ如 ク色 素 ノ腎臟 ヨル スル排泄 過 程 ヲ實 驗 シタ レバ,次 デ腎 臟 機能 ニ及 バ ン トシテ,先

ヅ生 理 的状 態 ニ血中 ニ存 スルモ ノ糖(葡 萄糖)ヲ 選 ビテ之 ガ排泄 ノ機 能 ヲ實 驗 セ ン ト企 圖 セ リ.

サ レ ドモ本 研 究 ハ 今漸 ク其 ノ端 ヲ發 シタ ル モ ノナ レバ唯 簡 單 ニ今 日迄 ノ結 果 ヲ述 ベ ン トス.

第2項　 實 驗 方 法

先 ニ研究發表 セル腎臟 ヨリスル色素 ノ排泄ニ關 スル研究 ニ述ベ タル ト同一 ノ實驗方法 ヲ用 ヒテ 次 ノ實驗

ヲ行 ヒタリ.

糖 トシテハ “メルク”製無水葡萄糖 ノ0.65% Ringer氏 液 ト等滲透壓 ノ液 ヲ作 リソレト0.65% Ringer

氏液 トヲ混 ジテ任意 ノ%葡 萄糖Ringer氏 液 ヲ作 リテ本實驗 ニ用ヒタ リ.而 シテ此色 々ナル濃度 ノ葡萄糖

Ringer氏 液 ヲ色素 ノ場合 ニ於 ケルガ如 ク腎動脉(renal artery)ヨ リト腎門脉(renal portal vein)ト ヨ リ之

ヲ灌漑 シ輸尿管 ニ挿 入セル「カヌーラ」ヨ リ出 ヅル尿ヲ集 メテ硝酸銀 ニヨル糖檢出法 ヲ用 ヒ其 ノ尿 中ニ排泄

サルル糖 ノ檢出 ヲナセリ.

始 メ0.65%ノRinger氏 液 ヲ灌漑セル時 ノ尿 ヲ集 メテ之 ヲ硝酸銀法 ヲ用 ヒテ夫 レニ還元物質 ノ存在 セザ

ルヲ確 メテ後本實驗 ヲ行 ヘリ.

第3項　 腎 門 脉 ヨ リ糖 溶 液 ヲ灌 漑 セ ル 場 合

先 ヅ糖 溶 液 ヲ腎 門脉(renal portal vein)ヨ リ0.65% Ringer氏 液 ノ代 リニ壓 ヲ變 ゼザ ル樣

ニ注 意 シテ灌漑 スル ナ リ.此 目的 ニハ2箇 ノMariotte氏 瓶 ヲ括栓 ニ ヨ リテ 自由 ニ腎 臟 ヘ ト切 換

ヘ得 ル樣 ニナ セル モ ノ ヲ便 トス.而 シテ一 方 ニ0.65% Ringer氏 液 他方 ニ糖液 ヲ入 ル. 20-30

分 間灌 漑 シタル後 ニ括栓 ヲマハ シテ0.65% Ringer氏 液 ヲ灌漑 ス,斯 ク シテ此 間常 ニ腎動 脉 ヨ

リハ絶 エ ズ0.65% Ringer氏 液 ヲ灌 漑 ス 而 シテ排泄 サ レタル 尿 ヲ集 メテ銀 法 ニ ヨ リテ其 ノ存 在

ヲ確 メタ リ.

併 シ此 際 毛細 管 中 ノ糖 ノ濃度 ハ腎 動脉 ヨ リ流 レ來 レル0.65% Ringer氏 液 ニ ヨ リテ稀 釋 サル

ル 事明 カ ナル ベ シ.例 之 腎 動脉 及 ビ腎門 脉 ヨ リ灌 漑 ス ル液 ノ量 ノ比 ガ11:8ナ ル時 腎 門脉 ヨ リ

灌 漑 スル糖 ノ溶 液 ガ5%ナ ル場 合 ニハ毛 細 管 中 ニテ5.0-2.09%迄 ニ漸 次 的 稀釋 サ レ靜脉 ニ集

ル 時 エハ約2.09ト ナルベ シ.而 シテ其 ノ稀 釋 サル ル事 實 ハ毛 細 管 ガ小 ナ ル タ メニ靜 脉 ニ移 行
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スル附 近 小距 離 ニ於 テ行 ハ ル ト考 フル ヲ至 當 トス.サ レバ 腎門 脉 ヨ リ糖液 ヲ灌 漑 シタ ル場 合 ニ

ハ其 ノ細 腎管 ノ細胞 ニ灌 漑 スル糖 液 ハ多少 用 ヒタ ル 糖 液 ノ濃度 ヨ リハ稀 釋 サ レタ リ ト考 フル理

由 明 カナ リ.

第1實 驗

5%ノ 糖液約20分 間灌漑 シタル後尿 ヲ集 メテ銀法 ニヨ リテ檢定 セルニ著明ニ糖 ノ存在 ヲ示 セ リ.

腎動脉 ヨ リト腎門脉 ヨリトノ灌漑量 ノ比ハ11:8ナ リ.

第2實 驗

2.5%ノ 糖Ringer氏 液 ヲ約20分 間灌漑 セル後其 ノ間及 ビ後20分 間ニ於 ケル尿 ヲ集 メ銀法 ニヨ リ檢定 セ

ル ニ辛 ジテ糖 ノ存在 ヲ認 メ得 ル程度 ニ排泄セ ラルルナ リ.

第3實 驗

1.0%糖Ringer氏 液 ヲ腎門脉 ヨリ30分 間灌漑 セルニ其 ル間及 ビ30分 後 ニ至 ル迄 ニ排泄 サシ タル尿中ニ

ハ糖 ノ檢出 ヲナス事能ハズ.

以 上 ノ3實 驗 ニ ヨ リテ1.0%(毛 細管 内 ニテ多少 稀 釋 サ ルル ナ リ)以 上 ノ濃 度 ヲ有 スルRinger

氏液 ヲ腎 門脉 ヨ リ灌 漑 スル 時 ハ銀 法 ニ テ認 ムベ キ程 度 ニ輸 尿 管 ニ排 泄 サル ル モ1.0%以 下 ノ濃

度 ニテ ハ認 ムル 事能 ハズ.

第4項　 腎 動 脉 ヨ リ糖 溶 液 ヲ 灌 漑 セ ル 實 驗

次 ニ一 方腎 門脉 ヨ リ0.65% Ringer氏 液 ヲ灌 漑 シ,腎 動 脉 ヨ リ初 メ0.65% Ringer氏 液 ヲ灌 漑

シテ排 泄 サ レタ ル尿 ヲ集 メ豫 メ尿 中 ニ還 元物 質 ノ存 在 ノ有 無 ヲ銀法 ニ ヨ リテ檢 シタ ル後 ニ括栓

ヲ廻 ハ シテ 糖液 ノ入 レルMariotte氏 瓶 トノ連 絡 ヲナ サ シメテ 色 々 ナル濃 度 ノ糖 液 ヲ灌 漑 セ シ

メテ其 ノ間 ニ排 泄 サル ル尿 中 ノ糖 ヲ前 ト同樣 銀 法 ニ ヨ リテ檢 出 ス ル ナ リ.

第1實 驗

5%糖 液 ニテナセル實驗　 約6分 間灌漑 シタル後30分 間 ニ得 タル尿 ニ就 キテ銀法 ニヨ リ檢 スルニ頗ル多

量 ニ排泄サルルヲ知ル.

第2實 驗

2.5%糖Ringer氏 液 ニテナセル實驗　常 ニ多量 ノ糖 ノ輸尿管 ニ排泄サルル ヲ知ル.

第3實 驗

1.0%糖Ringer氏 液 ニテナセル實驗　常 ニ多量ニ糖 ノ輸尿管ニ排泄サルルヲ知ル.

第4實 驗

0.6%糖Ringer氏 液　 尚 ホ多量 ニ糖 ノ輸尿管中ニ排泄サルルヲ知 ル.

第5實 驗

0.3%糖Ringer氏 液　尚 ホ明瞭ニ糖 ノ輸尿管中 ニ排泄 サルル ヲ知 ル.

第6實 驗

0.2%糖Ringer氏 液　0.2%糖Ringer氏 液 ニテハ輸尿管 ニ排泄 セラ レタル糖量ハ 銀法 ニヨ リテ辛 ジテ其

ノ存在 ヲ知 リ得 ル程度 ナ リ.
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第7實 驗

0.1%糖Ringer氏 液　0.1%糖Ringer氏 液 ヲ灌漑 シタル場 合ニハ殆 ド銀法 ニテハ認 メ能ハズ.

即 チ 腎動 脉 ヨ リ灌 漑 法 ヲ行 ヒテ糖Ringer氏 液 ヲ灌 灌 スル場 合其 ノ濃 度 ガ0.2%以 上 ナル時

ハ銀 法 ニテ認 メ得 ベ キ糖 ガ尿 中 ニ排 泄 サル ル モ ノ ニ シテ0.1%以 下 ノ濃 度 ニ テハ銀 法 ニテ ハ認

ムル程 度 ニ排 泄 セ ラ レザ ル ナ リ.而 シテ其 ノ排 泄 サル ル糖 ノ量 ハ灌 漑 スル液 ノ糖 ノ濃 度 ガ大 ナ

レバ大 ナル程 其 ノ排泄 サル ル糖 ノ量 モ大 ナ リ.

第5項　 總 括

糖 ノ腎臟 ヨ リ排 泄 サルル 過程 ハ其 ノ灌 漑 スル糖Ringer氏 液 ノ濃 度 ガ1.0%以 下 ナル時 ハ銀

法 ニヨ リテ證 明 サル ル程度 ニ於 テBowman氏 嚢 ノ ミ ヨ リ排 泄 サル,而 シテ1.0%以 上ナ ル時 ハ

細 尿 管 上 皮 ヨ リモ排 泄 サル ニ至 リ0.2%以 下 ニ於 テハ遂 ニBowman氏 嚢 ヨ リモ排 泄 サ レザ ル ニ

至 ル ナ リ.即 チ糖 ノ大 部分 ハBowman氏 嚢 ヨ リ其 ノ一 小 部分 ハ(糖 ノ濃 度 大 ナル時 ノ ミ)細 尿

管 上皮 ヨ リ排 泄 サル ル モ ノナ ルベ シ.

擱筆 ニ當 リ恩師生沼敎授 ノ御指導 ト御校閲 ノ勞 ニ對 シ衷 心感謝 ノ意 ヲ表 シ,色 素粒子測定 ニ多大 ナル

御指導 ヲ賜 ツタ京都帝國大學醫學部敎授 正路倫之助博士ニ満腔 ノ謝意 ヲ表ス.(3. 1. 21.受 稿)
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In spite of the many investigations regarding the elimination of the several dyes 

from the blood from the kidneys, since Heidenhain, there is as far as I know still a lack 

of systhematic investigation in relation to the diffusibity of dyes. Hoping to fill up this 

gap I made the following experiments on toads (Bufo japonicus).

Method.

For my purpose I used the following dyes; Phenol-sulphone phthalein, picric acid, 

chrysoidin, bismarckbrown, auranin, pyronin, eosin, methylen blue, safranin, patent blue 

V., rhodamin, extra B., methylviolet, fuchsin, neutralred, alkali blue, indulin, kongored, 

indigocarmin, carmin extra B,. As a preminary experiment I measured the rate of 

diffusion of these dyes on the gelatin and agar. The following list is arranged in the 

descending order of the diffusion rate of the dyes.

1. phenol-sulphone phtalein, 2. picric acid, 3. rhodamin, 4. patent blue V., 5. chrysoi

din, 6. pyronin, 7. safranin, 8. eosin, 9. fuchsin, 10. bismarckbrown, 11. methylen blue, 12. 

methylviolet B., 13. carmin, 14. neutralred, 15. kongored, 16. alkaliblue, 17. indulin.

Summary.

1) 1. picric acid, 2. phenol-sulphone phthalein, 3. rhodamin, 4. patent blue V., 5. 

chrysoidin, 6. pyronin, 7. safranin, 8. eosin, 9. fuchsin, 10. bismarckblown, 11. methylen 

blue, 12. methylviolet, 13. carmin,.

The above mentioned dyes are very easily eliminaten from the glomerular capsules 

but from the tubles the elimination is less in amount and the order is the one indicated 

above.

2) Neutralred, indulin, alkali blue and kongored are eliminated from the glomerular 

capsules, but not from the tubles.

3) The more elimination of dyes from the tubles abounds the greater is the diffu

sion.

4) When perfused from the renal portal vein only, the dyes were eliminated in the 

lumen, but there was either no elimination of water at all or it had been absorbed by the 

epithelium of the convoluted tubles.
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5) The elimination of the dyes from the glomerular capsules is influenced neither 

by the supply of oxygen in the fluid-flow nor by poisoning with cyanic acid. The elimi

nation of dyes is not always accompanied by oxydation.

6) The elimination of the dyes from the tubles is influenced both by th supply of

 oxygen in the fluid-flow, and by poisoning with cyanic acid, and elimination of the dyes

 is accompanied by oxydation.

Accordingly, I summarize as follows.

The glomerural capsules allow the diffusion into them of all the dyes, which were

 made use of in the experiments; and regarding the elimination of dyes from the tubles

 there can hardly be found an explanation in terms of physical chemistory.
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